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主催：Musicians�Association�Hamamatsu
後援：中⽇新聞東海本社 静岡新聞社・静岡放送 FM�Haro! カワイ浜松
   公益財団法⼈浜松国際交流協会 �ポーランド交流友の会

2022年11⽉13⽇㈰10:00∼11:30
クリエート浜松1階ふれあい広場 

協賛・協⼒：株式会社和敬愛育園 ⽩⽻楽器株式会社



Program

間瀬早綾⾹（マリンバ）
Sayaka�Mase��(Marimba)

E.グレニー：≪マリンバの為の3つのコラール≫より“⼩さな祈り”（マリンバ独奏）
E.Glennie:�“A�little�prayer”�from�≪Three�chorales�for�Marimba≫

V.モンティ：チャルダッシュ
V.Monti:Csárdás

鈴⽊絢⼦�����（ピアノ）
Ayako�Suzuki�(Piano)

上野史織��（ピアノ）
Shiori�Ueno�(Piano)

F.ショパン：ノクターン第2番�作品9-2
F.Chopin:Nocturne�No2�Op.9-2

L.v.ベートーヴェン：ピアノソナタ第8番�ハ短調�作品13�“悲愴”�より第2楽章
L.v.Beethoven:Piano�Sonata�No.8�c-minor�“Pathétique”�Op.13�~�2nd�movement

W.A.モーツァルト：ピアノとヴァイオリンの為のソナタ�ホ短調�KV.304�より�第1楽章
W.A.Mozart:Sonata�for�Piano�and�Violin�e-minor�KV.304�~�1st��movement

⼟屋⾥奈（ヴァイオリン）
Rina�Tsuchiya�(Violin)

F.シューベルト=F.リスト：⽔の上で歌う
F.Schubert＝F.Liszt:Auf�dem�Wasser�zu�singen
R.シューマン＝F.リスト：献呈
R.Schumann=F.Liszt:Widmung

髙⼭加織��（ピアノ）
Kaori�Takayama�(Piano)

鈴⽊絢⼦�����（ピアノ）
Ayako�Suzuki�(Piano)

ウクライナ留学⽣からのメッセージ������Message�from�Ukrainian�students 
〜アナさん、ダリアさんをお迎えして〜

J.S.バッハ＝C.グノー：アヴェ・マリア
J.S.Bach＝C.Gounod:Ave�Maria

J.マスネ：タイスの瞑想曲
J.Messnet:Meditation�from�Thais

⽊村薫⼦（ヴァイオリン）
Kunko�Kimura�(Violin)
髙⼭加織��（ピアノ）
Kaori�Takayama�(Piano)

F.ショパン：ピアノソナタ第3番ロ短調�作品58より第4楽章
F.Chopin:Piano�Sonata�No.3�b-minor�Op.58�~�4th�movement

塩澤佐江����（ピアノ）
Sae�Shiozawa�(Piano)

R.シューマン：アダージョとアレグロ�作品70
R.Schumann:Adagio�and�Allegro�Op.70

富⽥直樹（ヴィオラ）
Naoki�Tomida�(Viola)
上野史織��（ピアノ）
Shiori�Ueno�(Piano)

I.J.パデレフスキ：≪6つの演奏会⽤ユーモレスク≫作品16より“幻想的クラコヴィアク”
I.J.�Paderewski:“Fantastic�Krakowiak”�from�≪6�Concert�Humoresques≫�Op.16

鈴⽊絢⼦�����（ピアノ）
Ayako�Suzuki�(Piano)

S.ボルトキエヴィチ：幻想的⼩品集�作品61�より“夢”
S.�Bortkiewicz:“A�Dream”�from�≪Fantasy�pieces≫�Op.�61

インタビュアー：ポーランド市⺠交流友の会 影⼭美恵⼦会⻑

https://enc.piano.or.jp/musics/74518


Program Notes

E.グレニー：≪マリンバの為の3つのコラール≫より“⼩さな祈り”（マリンバ独奏）
E.Glennie:�“A�little�prayer”�from�≪Three�chorales�for�Marimba≫

V.モンティ：チャルダッシュ
V.Monti:Csárdás

F.ショパン：ノクターン第2番�作品9-2
F.Chopin:Nocturne�No2�Op.9-2

L.v.ベートーヴェン：ピアノソナタ第8番�ハ短調�作品13�“悲愴”�より第2楽章
L.v.Beethoven:Piano�Sonata�No.8�c-minor�“Pathétique”�Op.13�~�2nd�movement

W.A.モーツァルト：ピアノとヴァイオリンの為のソナタ�ホ短調�KV.304�より�第1楽章
W.A.Mozart:Sonata�for�Piano�and�Violin�e-minor�KV.304�~�1st��movement

 イギリスのパーカッショニスト、エヴェリン・グレニーが13歳の時に作曲しました。
エヴェリン・グレニーは8歳の時に聴覚障害を発症し、12歳の時にほとんど聴覚を失うというハンディキャップを
ら背負いながら、世界有数のソロ・パーカッショニストとして活躍します。
 「⼩さな祈り」は「ソロマリンバのための3つのコラール」の中の⼀曲。マリンバ独特の「トレモロ」の響きを
⽣かした美しい作品です。

 イタリアの作曲家ヴィットーリオ・モンティ（1868-1922）がマンドリンのために書いた作品。現在ではヴァイ
オリンをはじめ様々な楽器で演奏されています。
 チャルダッシュとはハンガリー語で「酒場」という意味の「チャールダ」に由来しており、ハンガリー⾳楽特有
のラッサン（ゆったりとした部分）とフリスカ（速い部分）の2部構成になっています。

 ショパンの作曲したノクターン（夜想曲）の中でも最も有名な作品です。簡素な左⼿の伴奏の上に、右⼿でしっ
とりとしたメロディーを奏でます。このメロディーは何度も繰り返して演奏されますが、その都度変奏されて登場
します。

 ベートーヴェンはピアノソナタを32曲作曲しており、この曲は初期のピアノソナタを代表する作品です。�“�悲愴”����
“�⽉光”����“�熱情”���の3曲を合わせてベートーヴェンの3⼤ピアノソナタと称されることもありますが、ベートーヴェン⾃
⾝による愛称は“悲愴”�とピアノソナタ第26番“告別”の2曲のみです。
 重厚な序奏とエピソード挿⼊を持つ第1楽章のあとに演奏される第2楽章はとても穏やかな曲想となっており、静
かに響き渡る和声と共にメランコリックなメロディー奏でられ、ベートーヴェンのピアノ作品の中でも⼈気の⾼い
作品のひとつです。

 W.A.モーツァルトは幼いころから習作としてピアノとヴァイオリンの作品を作曲していますが、本格的な作品は
20歳を過ぎてから作曲されています。この頃のモーツァルトはドイツのマンハイムからフランスのパリへ就職活動
を兼ねて旅をしていました。⽗レオポルド・モーツァルトの故郷のヴュルツブルクでは新しいピアノを試弾した
り、マンハイムで活躍していたシュターミッツ⼀族の作品に触れたりと様々な刺激を受けたモーツァルトは次々と
傑作を⽣みだしています。
 本作品はこの時代の代表曲の⼀つとして挙げられますが、モーツァルトには珍しい短調で作曲されており、その
理由の⼀つとしてこの旅に帯同していた⺟のアンナ・モーツァルトが体調を崩し、亡くなったことが⼤きな要因と
考えられます。悲しみの中で作曲されたであろう本作品は、出だしの第⼀主題はｐ(⼩さく)と記されておりヴァイ
オリンのピアノが同じ⾳で演奏されるユニゾンで始まります。簡素ながらも儚く美しいこの作品は、演奏者にも確
かな技術と⾼い⾳楽性が求められます。



Program Notes

J.S.バッハ＝C.グノー：アヴェ・マリア
J.S.Bach＝C.Gounod:Ave�Maria

J.マスネ：タイスの瞑想曲
J.Messnet:Meditation�from�Thais

 オーストリアの⾸都ウィーンにて⼩学校教員の息⼦として⽣まれたシューベルトは、31年の短い⽣涯の中で残し
た1000曲にも及ぶ楽曲のうち、実に600以上が歌曲であったため「歌曲王」として名を馳せました。
 歌曲としての本作品には、⽔の遊ぶ様⼦、光や時間を波に例えた詩に⾳楽が付けられており、きらめく⽔粒や波
がさざめく様など清涼感溢れる⾳楽に始まり、次第にその密度を増していきます。
 また、卓越した技巧を持つピアニストでもあったハンガリー出⾝の作曲家リストによる編曲も⾒事で、後半にか
けてのダイナミックで厚みのあるアレンジは、ピアノソロ版ならではの醍醐味と⾔えます。リストは、シューベル
トのほか数多くの歌曲をピアノソロ版に編曲し残しています。

 R.シューマンが作曲した連作歌曲集《ミルテの花》の第1曲“献呈”�をピアノの魔術師と呼ばれたリストがピアノ
独奏版として作曲した作品です。
 《ミルテの花》はシューマンが妻のクララ・シューマンに贈った作品で様々なドイツの詩⼈の作品から詩を選
び、⾳楽を付けて歌曲集としてまとめた作品となっており、その中でもリュッケルトの詩に基づく献呈はシューマ
ンのクララ・シューマンへの愛に溢れる作品となっております。この歌曲を同年代のリストは、メロディーと伴奏
を同時にピアノ1台で奏でるように編曲しました。原曲の歌曲よりもより華やかで煌びやかな作品となっていま
す。

 ドイツの作曲家J.S.バッハが1722年に作曲した鍵盤楽器の為の作品《平均律クラヴィア曲集第1巻第1番前奏曲》を
伴奏にして、フランスの作曲家グノーが1859年にメロディーを作曲したアヴェ・マリア。100年以上の年⽉を経ての
コラボレーションになります。隣国で争いもあった両国の作曲家が100年以上経ての合作によって⽣み出された本作
品は、更に150年以上経った現在でも世界中で愛される1曲となっています。

 マスネの作曲したオペラ《�タイス》�での場⾯転換のシーンで演奏される⾳楽。ハープの伴奏に乗ってヴァイオリン
の独奏によって演奏される⽢美な作品です。現在ではオペラよりも有名な瞑想曲は、ヴァイオリン以外の楽器で演奏
されることも多い⼈気のある⾳楽です。�

F.シューベルト=F.リスト：⽔の上で歌う
F.Schubert＝F.Liszt:Auf�dem�Wasser�zu�singen

R.シューマン＝F.リスト：献呈
R.Schumann=F.Liszt:Widmung

F.ショパン：ピアノソナタ第3番ロ短調�作品58より第4楽章
F.Chopin:Piano�Sonata�No.3�b-minor�Op.58�~�4th�movement

 ショパンは39歳という短い⽣涯で数多くのピアノの為の作品を作曲しましたが、複数の楽章で構成されるピアノ曲
は2曲の協奏曲と3曲のソナタの5曲しか残していません。2曲の協奏曲は20歳で作曲し、新⼈ピアニストの時代に演奏
されましたが、3曲のピアノソナタは第1番のみ19歳の学⽣時代に作曲の勉強として作曲されましたが、第2番、第3番
のピアノソナタは30歳前後で作曲されており、2曲のピアノ協奏曲よりも独創性があり、円熟味も増した傑作になっ
ています。
 ピアノソナタ第3番はショパンの作品の中でも特に傑作とされており、ショパン34歳の時の作品です。堂々とした
第1楽章、明るく鍵盤を駆け巡るように演奏されるスケルツォの第2楽章、ノクターン（夜想曲）の様な美しい旋律の
第3楽章、そして⾼度な技術が要されるフィナーレの第4楽章。どの楽章も⼤変充実した作品です。



Program Notes

S.ボルトキエヴィチ：幻想的⼩品集�作品61�より“夢”
S.�Bortkiewicz:“A�Dream”�from�≪Fantasy�pieces≫�Op.�61

 原曲はホルンとピアノの作品として作曲され、後にシューマン⾃⾝の編曲によりヴァイオリン版、チェロ版も出
版されたことから、現在では様々な楽器によって愛奏される作品です。本⽇はヴィオラとピアノで演奏いたしま
す。
 当初はロマンスとアレグロという題名になっており、前半のアダージョはロマンスという雰囲気がぴったりな優
雅で夢⾒⼼地なメロディーがヴィオラとピアノの掛け合いによってゆったりと演奏されます。後半のアレグロはピ
アノの⼒強い和⾳から始まり、疾⾛するように次々とメロディーが紡がれていきます。中間部では少しテンポが緩
やかになり、前半のアダージョを思い起こさせますが、直ぐに冒頭のアレグロに戻り、そのままの勢いを保ちなが
ら華々しいコーダとなり終曲となります。

 パデレフスキはポーランドの作曲家、国際的なピアニストとして⼤変な⼈気を博した⼀⽅で、第⼀次世界⼤戦後
のポーランド第⼆共和国の第⼆代⾸相を務め、⾳楽家としては少々異⾊の経歴の持ち主です。
 1860年クリリフカ(当時ロシア帝国領で、現在のウクライナのドニプロペトロウシク州にある村)のシュラフタと
呼ばれるポーランド⼈貴族階級の家庭に⽣を受けたパデレフスキは、幼い頃から⾳楽に興味を⽰し、やがてピアニ
ストとしてロンドン、パリ、アメリカ合衆国などで⻑い間熱狂的な⼈気を博すほどの国際的なキャリアを築きま
す。
 曲名の「クラコヴィアク」とは、マズルカやポロネーズなどと並ぶ、ポーランドの代表的な⺠族舞曲の⼀つで
す。名称はポーランドの南の古都クラクフに由来し、時に「突き踊り」と呼ばれるほど急速なシンコペーションを
持つ⼆拍⼦の舞曲で、⾺の動きを模したステップが特徴的です。本⽇演奏する幻想的クラコヴィアクは、パデレフ
スキのヴィルトゥオーゾ性がふんだんに表れた作品です。軽快で陽気なステップにはじまり様々に展開し、最後に
は⽬まぐるしいほどのテンポに昇華され、華やかに終幕を迎えます。

 ボルトキエヴィチは、ポーランド⼈貴族の息⼦としてハルキウに⽣まれました。作⾵は技巧的なショパンやリス
トに、チャイコフスキー、ラフマニノフなどのロシア⼈作曲家のようなロマンティックな旋律に、ロシア⺠謡を盛
り込んで発展させたものが多く⾒受けられますが、繊細で美しい旋律と感傷的な⾳楽性、哀愁に満ちた⾳楽⾊には
彼の⼈⽣で得た様々な経験が基となり独⾃の⾳楽となっています。
 1914年の第⼀次世界⼤戦開戦以降、数々の戦争と歴史の狭間でボルトキエヴィチは翻弄されました。居を構えて
いたドイツからの強制退去、その後も故郷ハルキウを追われ、ハルキウに戻ることが許された時には既に略奪され
尽くされた後でした。軍に包囲された地域で、⺟と姉妹の夫をチフスにより亡くし、1919年に現在のイスタンブー
ルへ渡ることができましたが、その後もソフィア（ブルガリア）、バーテン（ドイツ）、ウィーン（オーストリ
ア）、パリ（フランス）、ベルリン（ドイツ）の欧州各都市に滞在しますが、今度はナチスの迫害により再びドイ
ツを追われ、最終的にウィーンで残りの⽣涯を送ります。⼤戦の時代を絶望と希望の狭間で過ごし、創作と演奏そ
して教育活動を続け⽣き抜いた⾳楽家でした。
 本⽇はボルトキエヴィチの残した数々の楽曲の中から「夢」をお聴きいただきます。夢は如何なる時にも如何な
る者も犯すことのできない⾃由な世界の⼀つの象徴です。1⽇も早く、苦しむ⼈々や⼦どもたちが⾃由に夢を⾒、そ
れを実現することのできる世界となりますように祈りを込めて。

R.シューマン：アダージョとアレグロ�作品70
R.Schumann:Adagio�and�Allegro�Op.70

I.J.パデレフスキ：≪6つの演奏会⽤ユーモレスク≫作品16より“幻想的クラコヴィアク”
I.J.�Paderewski:“Fantastic�Krakowiak”�from�≪6�Concert�Humoresques≫�Op.16

https://enc.piano.or.jp/musics/74518


Profile

間�瀬�早�綾�⾹ マリンバ

富�⽥�直�樹 ヴィオラ

⽊�村�薫�⼦ ヴァイオリン

名古屋芸術⼤学⾳楽学部器楽科卒業。これまでに名古屋、浜松でリサイタルを⾏う。
また⼩松⻑⽣⽒指揮、セントラル愛知交響楽団とスヴォボタ作曲「マリンバと管弦楽
のためのコンチェルトop148」の⽇本初演も⾏う。演奏活動の他、アレクサンダー・テ
クニーク教師（実習中）としても活動している。
Musicians�Association�Hamamatsu�副代表。

東京⾳楽⼤学付属⾼等学校、東京⾳楽⼤学卒業。東京⾳楽⼤学を卒業後、チェコ国⽴
プラハ⾳楽院に留学し、修了時にディプロマを取得。帰国後は浜松フィルハーモニー
管弦楽団登録団員として定期公演・特別公演の他に、⼤船渡市での慰問演奏やアウト
リーチ公演も⾏う。現在は、静岡県⻄部を中⼼に演奏活動を⾏っている。
Musicians�Association�Hamamatsu�副代表。

⼟�屋�⾥�奈 ヴァイオリン

桐朋学園⼤学⾳楽学部演奏学科卒業。東眞知⼦、松村英夫、鈴⽊共⼦、⽮嶋佳⼦、加藤
洋⼦各⽒に師事。2014年から⽉⾒の⾥室内楽アカデミーにて、占部由美⼦⽒らのマスタ
ークラスを受講。現在アンサンブルムジーク浜松弦楽合奏団団員。ソロリサイタル、ル
ナトリオのコンサートを不定期に開催している。

浜松学芸⾼等学校芸術科⾳楽課程、名古屋⾳楽⼤学⾳楽学科弦楽コース卒業。これま
でに扇⾕瞳、⼭村妙⼦、加藤⼆葉の各⽒、室内楽を林俊昭⽒に師事。
NPO法⼈アンサンブル・ムジーク浜松団員、かめらーた浜松�メンバー。現在、静岡愛
知で後進の指導を⾏うほか、オーケストラ、室内楽の演奏活動を⾏なっている。



Profile

桐朋学園⼤学⾳楽学部ピアノ専攻を経て、同⼤学アンサンブル・ディプロマコース修
了。近年はソロやアンサンブル、合唱ピアニストとしての活動の他、⼩中学⽣の⾳楽
教育にも注⼒した活動を展開している。⽇本ジャック＝ダルクローズ協会、ダルクロ
ーズ・リトミック浜松研会会員。NPO法⼈浜松⽣涯学習⾳楽協議会会員。おとのは⾳
楽教室主宰。

浜松学芸⾼校芸術科、東京⾳楽⼤学器楽専攻ピアノ卒業。ピアノ専攻卒業演奏会に推
薦される。
静岡県学⽣⾳楽コンクールピアノ部⾨⾼校⽣の部⼊選。ピティナピアノコンペティシ
ョングランミューズA1カテゴリ全国決勝⼤会⼊選。第20回静岡の名⼿たちオーディシ
ョン合格。現在、演奏活動の傍ら後進の指導にあたる。

国⽴⾳楽⼤学演奏学科卒業。パリ・エコールノルマル⾳楽院へ留学、同⾳楽院ディプロ
マ取得。これまでに、故齋⽥四⽅、⽥中惠⼦、故林秀光、奈良場恒美、江澤聖⼦、V.メ
ルキ、室内楽をN.パターチェクの各⽒に師事。現在、ピアノ講師を⾏う傍ら演奏活動を
⾏う。ミズモト学園東海こども専⾨学校ピアノ講師。

洗⾜学園⾳楽⼤学卒業、ポーランド国⽴ショパン⾳楽⼤学研究科修了。これまでにピア
ノを奥宮慶⼦、⼭﨑恵⼦、江崎昌⼦、M.シュライベルの各⽒に、チェンバロを上薗未佳
⽒に師事。
⼥声合唱団「エスカルゴ」、同「みずぐるま」伴奏ピアニスト。県⽴静岡商業⾼校⾮常
勤講師。ポーランド交流友の会理事。Musicians�Association�Hamamatsu�代表。

上�野�史�織 ピアノ�

鈴�⽊�絢�⼦ ピアノ

塩�澤�佐�江 ピアノ

髙�⼭�加�織 ピアノ


